
【学校教育目標】

自ら学び、自ら考え、正しく判断し、行動力ある人間性豊かな児童を育てる

平成２２年７月２０日 戸田市立美谷本小学校

勝って驕らず 負けて腐らず
お ご

～サムライ・ブルーの躍進に学ぶ～
校長 関 克 則

前号でお知らせした保健室前のゴーヤのグリーンカーテンがもう少しで２
階のベランダに届きそうです。大ケヤキの緑も一段と濃くなり、いよいよ夏
本番の風景となってまいりました。
さて、サムライ・ブルーと言われた日本代表チームの活
躍で盛り上がった「2010.FIFAワールドカップサッカー・
南アフリカ大会」も、スペインの優勝で熱戦の幕を閉じま
した。サムライ・ブルーが頑張っていた予選リーグや決勝
トーナメント１回戦、あるいは決勝戦などは、多くの皆様
方も深夜までテレビの前で応援されたことと存じます。
海外の強豪国が思わぬ苦戦を強いられ、敗退したニュースでは、監督や選
手の不協和音が表面化した厳しい帰国の様子も伝えられました。
一方、我が日本は、帰国した監督、スタッフそして選手を万雷の拍手で迎
えました。ベスト１６という結果もさることながら、試合を重ねる毎にまと
まっていき魅力あるチームに成長していったからだと思います。
しかし、ほんの大会開始１ヶ月前まではどうだったでしょうか。練習のた
めの国際親善試合になかなか勝てず、岡田監督をはじめ選手達にも厳しい世
論がぶつけられていました。そんな中でも“負けて腐らず”岡田ジャッパン
は目標を下げずに自分達を信じ黙々と練習に励みました。初戦のカメルーン
戦の勝利を期に、一転して国を挙げての応援ムードになりましたが、今度は
“勝って驕らず”引き締めてオランダ戦に臨みました。デンマーク戦以後も
同じです。
「勝って驕らず、負けて腐らず」は、運動会や各スポーツ大会で折に触れ
て子ども達に話しているのですが、サムライ・ブルーの日本代表チームが正
に“汗・涙・笑顔”で素晴らしい見本を示してくれたと思います。
余談になりますが、日本チームが帰国した後も現地南アフリカで決勝戦ま
で頑張っていた日本人がいました。西村雄一氏をはじめとする審判員の方々
です。重要な試合でも笛を吹き、そのゲームコントロールに高い評価を得ま
した。日本人として誇らしいことです。頂点としての日本代表チームの活躍
は、選手育成のみならず審判員の技能向上など国内リーグ環境の充実・発展
に関わる多くの人々の努力の賜でもあると改めて思いました。
さて、学校経営テーマ「背筋の伸びた美谷本っ子の育成」の下、４ヶ月が
過ぎました。運動会や校内音楽会の晴れ姿のように、どの子も日頃の学習や
生活も新たな目標をもち瞳を輝かせ頑張っています。どうぞ、御家庭でも褒
めてあげてください。
充実した夏休みを過ごされますようお祈り申し上げます。

臨時号

美谷本小学校だより



個人面談ありがとうございました

日程の都合で短時間の面談でしたが、

保護者と担任が理解を深め、子どもたち

の健全育成や今後の教育実践に役立てら

れる貴重な時間になりました。

御協力ありがとうございました。

８・９月の行事予定

２５日（水）前期後半開始日 緊急時

引渡訓練 親子除草

３１日（火）５年社会科見学

9／1日（水）安全点検日

７日（火）３年遠足

９日（木）児童理解研修日（短縮）

１５日（水）まで

１６日（木）６年修学旅行 ～17日

２１日（火）４年彩湖センター授業

２４日（金）２年遠足

２７日（月）委員会活動

２８日（火）前期学期末懇談会（低）

２９日（水）前期学期末懇談会（高）

校庭南門の使用中止について

体育館耐震改修工事のために、校庭南

門は工事車両の通用門となり２月末の工

事完了まで、校庭への出入りができませ

ん。御不便御面倒をお掛けいたしますが、

よろしくお願いいたします。

児童の氏名・写真等の学校だよりへの掲載について

学校だより４月号より、各月号をＡ３版両面刷りにリニューアルし、本校の教育

活動の様子を、写真等でよりわかりやすくお知らせできるようにしてまいりました。

これまでの紙面を御覧になり、今後、お子様の氏名・写真等の掲載について、もし

不都合がある場合は、担任までお知らせください。

天候にも恵れ林間学校無事終了！

６月３０日（水）から７月２日（金）までの２泊３日で、

５年生４８名全員が長野県富士見町にある戸田市立少年自然

の家での林間学校に行ってきました。

梅雨時の実施で、雨が心配されましたが、子どもたちの日

頃の行いがよかったのか１日目は、バスに乗っているうちに

太陽が顔を出し、そば打ち体験、飯盒炊さん、キャンプファ

イヤーなど予定通りできました。また、２日目も朝から晴れ

上がり入笠山登山も予定通りできました。３日目は、羽化し

たての国蝶「オオムラサキ」を目前で観察でき貴重な体験が

できました。

キャンプファイヤー 入笠山頂でハイ、ポーズ


